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週休 2日制確保モデル工事
〜建設現場の環境改善に向けて〜

1.　はじめに

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技
大会の成功と，その先を見据え，東京都では社会
資本の整備を着実に進めている。しかし，それを
支える建設産業は，3Kとも揶揄される厳しい労
働環境も影響し，新たに就業する若者が少なく，
技能労働者の高齢化や次世代への技術の継承など
が大きな課題となっている。
将来にわたり社会資本の整備及び維持管理を安
定的に行っていくためには，入職しやすい環境づ
くりが不可欠であり，特に建設現場の環境改善に
資する週休 2日の確実な実施が重要である。
そこで東京都建設局では，平成 27 年度から「週
休 2日制確保のモデル工事」を実施しており，本
稿では，その取組み状況について紹介する。

2.　週休 2日制確保モデル工事の概要

東京都建設局が実施している「週休 2日制確保
モデル工事」の概要は，次のとおりである。
・対象とする工事は，発注者が指定（年間発注予
定表で公表する）
・契約後，受注者は「週休 2日制」の区分を選択

する
①一週間のうち，土・日曜日の休日を確保
②一週間のうち，2日間の休日を確保
・受注者は，週休 2 日の取得計画が確認できる
「休日取得計画書」と休日取得の実績が確認で
きる「休日取得実績書」を発注者に提出し，発
注者は「休日取得実績書」により，週休 2日の
確保状況を確認する
・工事完了後，週休 2 日の課題等を把握するた
め，受注者に対し，アンケート調査を実施する。
・週休 2日を確保できた場合は，工事成績を加点
する（確保できない場合は減点しない）

3.　取組み状況

⑴　実施件数
週休 2 日制確保モデル工事は，平成 27 年度 5
件，平成 28 年度 50 件発注し，そのうち，平成
29 年 3 月末までに 29 件の工事が竣工した（表－
1）。

表－ 1　  週休 2日制確保モデル工事の 
年度別発注件数

年度 件数
平成 27 年度
平成 28 年度

 5 件
50 件
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⑵　受注者が選択した週休 2日の区分
竣工した 29 件の工事で，①の「一週間のうち，
土・日曜日の休日を確保」を選択した受注者は
24 社，②の「一週間のうち，2日間の休日を確保」
を選択した受注者は 5社であった。
8割を超える受注者が，①の「一週間のうち，
土・日曜日の休日を確保」を選択しており，休日
を土日に求める声が大きいことが確認できた（表
－ 2）。

表－ 2　受注者が選択した週休 2日の区分
①土・日曜日の休日を確保
② 2日間の休日を確保

24 件
 5 件

計 29 件

⑶　週休 2日の確保状況
週休 2日を確保できた工事は，全体の 86% で

あった。これを週休 2 日の区分でみると，①の
「一週間のうち，土・日曜日の休日を確保」の工
事は 87%，②の「一週間のうち，2日間の休日を
確保」の工事は 80% 週休 2 日を確保できた（図
－ 1～ 3）。

4.　アンケート結果

＜アンケート項目＞

ア　週休 2日を確保できた理由
イ　週休 2日を確保できなかった理由
ウ　契約工期について
エ　週休 2日を普及させるために発注者に求
めること

オ　下請け業者からの週休 2 日に対する意
見・要望

ア　週休 2日を確保できた理由
週休 2日を確保できた理由として，「モデル工
事を受注したため」が最も多く，続いて「週休 2
日を確保するといった意識が高かったため」「所
属会社（本社）からの指導，現場を完全閉鎖した
ため」であった。このことから，モデル工事は，
受注者の週休 2日を促進させることが確認できた
（図－ 4）。

図－ 1　全体 29件の工事

図－ 2　①を選択した 24件の工事

図－ 3　②を選択した 5件の工事

図－ 4　週休 2日を確保できた理由
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イ　週休 2日を確保できなかった理由
週休 2日を確保できなかった理由として，「他
機関と東京都との協議が遅れたため」が 1件，「契
約工期が厳しかったため」が 3件あった（図－ 5）。

ウ　契約工期について
契約工期について，「十分余裕あり」「やや余裕
あり」「妥当」と答えた受注者は全体の 75%であ
った一方，「やや不足」「不足」と回答した受注者
は 25% あった。適切な準備・後片付け期間の確
保等により，引き続き適正な工期の設定に努めて
いく（図－ 6）。

エ　週休 2日を普及させるために発注者に求める
こと
週休 2日を普及させるために発注者に求めるこ
ととして，「書類の簡素化」「モデル工事件数拡大」
がともに約 3割で，その 2つで全体の 6割を超え
た。その他，「工期算定の見直し」「週休 2日を確
保できなかった場合は成績評定を減点」などがあ
った（図－ 7）。

オ　下請け業者からの週休 2日に対する意見要望
34% の受注者（元請業者）が，週休 2 日に対
し，下請け業者から意見要望を受けている。その
内容は，「給与体系が日給月給制が多いため，1
日でも多く働きたい」「雨天中止がある上に，週
休 2日だと給料が減ってしまう」「土曜日は休日
と言う観念が薄い」「休日は週 1日で良い」など
であった（図－ 8）。

5.　週休 2日の普及・定着に向けて

⑴　モデル工事の件数拡大
受注者から「週休 2日制確保モデル工事」の件
数拡大が求められている。
今年度は，上半期契約と債務負担行為の案件を
モデル工事として発注する（東京都建設局発注工
事の約 6割に相当）。

図－ 5　週休 2日を確保できなかった理由

図－ 6　契約工期について

図－ 8　  下請け業者からの週休 2日に対する 
意見要望

図－ 7　  週休 2日を普及させるために 
発注者に求めること
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⑵　書類の簡素化
週休 2日を普及させるために発注者に求めるこ
ととして，モデル工事の適用拡大と並んで書類の
簡素化が多い。
今年度，局内に PT（プロジェクトチーム）を
立ち上げ，「受注者提出書類処理基準・同実施細
目」の見直し作業を実施するとともに，素案完成
後，業界団体から意見を頂くこととしている。

⑶　適正な工期設定による工事発注
工期は妥当，余裕ありという意見が 7割を超え
た。しかし一方で，工期算定の見直しを求める意

見もあった。
昨年度，局では準備期間と後片付け期間の実態
調査を行い，工種毎の標準日数を再設定した。今
年度から，その新たな日数で工期を算定し，工事
発注を行っている。

6.　おわりに

東京都建設局では，建設現場の環境改善を更に
推し進めるため，今年度から「週休 2日制確保モ
デル工事」に加え，「快適トイレの設置」，女性技

術者の配置を求め，女性専用の
更衣室や水洗トイレ等の設置を
義務付ける「女性活躍モデル工
事」を実施する。
また，4 月 14 日には，建設
現場における環境改善の機運を
高める起爆剤として，受発注者
を対象に「建設現場の環境改善
セミナー（後援：国土交通省）」
を開催した（図－ 9）。
引き続き，受注者や業界団体
と健全かつ良好なパートナーシ
ップのもと，車の両輪となっ
て，建設現場の環境改善を行う
ことなどにより，将来にわたる
公共工事の品質確保と担い手の
中長期的な育成・確保を促進し
ていく。

図－ 9　建設現場の環境改善セミナー
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